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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/4709   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/573    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/4709  　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/573   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０４Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月7日(2011.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局所用の眼科用薬学的組成物であって、
薬学的有効量の、以下の式（Ｉ）：
【化６】

の化合物のうちの一つ以上および薬学的に受容可能なビヒクルを含有し
式中:
Ｒ１はＨ、アミノ、Ｃ１～Ｃ４アルキルアミノ、またはＣ１～Ｃ４ジアルキルアミノであ
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り、
Ｒ２はＦ、ＯＭｅ、またはＨであり；
Ｒ３はメチル、Ｃ２～Ｃ４アルキル、またはＨであり；そして
Ｒ１およびＲ３のうち少なくとも一つがＨではない、局所用の眼科用薬学的組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が
【化７】

であり、
式中：
Ｒ１はＨ、アミノ、Ｃ１～Ｃ４アルキルアミノ、またはＣ１～Ｃ４ジアルキルアミノであ
り；そして
Ｒ２はＦ、ＯＣＨ３、またはＨである、局所用の組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が
【化８】

であり、
式中：
Ｒ２はＦ、ＯＣＨ３、またはＨであり；そして
Ｒ３はＣＨ３、Ｃ２～Ｃ４アルキル、またはＨである、局所用の組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が、以下
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【化９】

からなる群より選択される、局所用の組成物。
【請求項５】
　請求項１に記載の局所用の組成物であって、抗炎症剤をさらに含有する、局所用の組成
物。
【請求項６】
　請求項５に記載の局所用の組成物であって、前記抗炎症剤が、ステロイド抗炎症剤およ
び非ステロイド抗炎症剤からなる群より選択される、局所用の組成物。
【請求項７】
　請求項５に記載の局所用の組成物であって、前記抗炎症剤が、デキサメタゾン、プレド
ニゾロン、リメキソロン、ネパフェナク、およびシロミラストからなる群より選択される
、局所用の組成物。
【請求項８】
　請求項１に記載の局所用の組成物であって、前記化合物が、０．０５％重量／体積～０
．３％重量／体積の濃度で存在する、局所用の組成物。
【請求項９】
　請求項８に記載の局所用の組成物であって、前記化合物が、約０．３％重量／体積の濃
度で存在する、局所用の組成物。
【請求項１０】
　眼の感染を処置または予防するための請求項１に記載の組成物であって、該組成物を眼
の組織へと局所的に塗ることを特徴とする、組成物。
【請求項１１】
　眼の感染を処置または予防するための請求項４に記載の組成物であって、該組成物を冒
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された眼の組織へと局所的に塗ることを特徴とする、組成物。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の組成物であって、前記組成物が、前記化合物を０．０５％重量／体
積～０．３％重量／体積の濃度で含有する、組成物。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の組成物であって、前記組成物が、前記化合物を約０．３％重量／体
積の濃度で含有する、組成物。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の組成物であって、前記組成物が、一日に１回～３回塗られることを
特徴とする、組成物。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の組成物であって、前記組成物が、一日に１回塗られることを特徴と
する、組成物。
【請求項１６】
　請求項１０に記載の組成物であって、前記組成物が、抗炎症剤を含有する、組成物。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の組成物であって、前記抗炎症剤が、ステロイド抗炎症剤および非ス
テロイド抗炎症剤からなる群より選択される、組成物。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の組成物であって、前記抗炎症剤が、デキサメタゾン、プレドニゾロ
ン、リメキソロン、ネパフェナク、およびシロミラストからなる群より選択される、組成
物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の組成物は組織の外傷（外科的な手順に起因する外傷を含む）の後に起こる感染
の予防においてもまた、使用され得る。炎症が特に、組織に対する外科的な外傷または物
理的な外傷の後に起こるとき、上記のフルオロキノロンおよび抗炎症剤の組成物はそのよ
うな予防において特に有用である。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
　（項目１）
　局所用の眼科用薬学的組成物であって、
薬学的有効量の、以下の式（Ｉ）：
【化６】
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の化合物のうちの一つ以上および薬学的に受容可能なビヒクルを含有し
式中:
Ｒ１はＨ、アミノ、Ｃ１～Ｃ４アルキルアミノ、またはＣ１～Ｃ４ジアルキルアミノであ
り、
Ｒ２はＦ、ＯＭｅ、またはＨであり；
Ｒ３はメチル、Ｃ２～Ｃ４アルキル、またはＨであり；そして
Ｒ１およびＲ３のうち少なくとも一つがＨではない、局所用の眼科用薬学的組成物。
（項目２）
　項目１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が
【化７】

であり、
式中：
Ｒ１はＨ、アミノ、Ｃ１～Ｃ４アルキルアミノ、またはＣ１～Ｃ４ジアルキルアミノであ
り；そして
Ｒ２はＦ、ＯＣＨ３、またはＨである、局所用の組成物。
（項目３）
　項目１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が
【化８】

であり、
式中：
Ｒ２はＦ、ＯＣＨ３、またはＨであり；そして
Ｒ３はＣＨ３、Ｃ２～Ｃ４アルキル、またはＨである、局所用の組成物。
（項目４）
　項目１に記載の局所用の組成物であって、前記式（Ｉ）の化合物が、以下
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【化９】

からなる群より選択される、局所用の組成物。
（項目５）
　項目１に記載の局所用の組成物であって、抗炎症剤をさらに含有する、局所用の組成物
。
（項目６）
　項目５に記載の局所用の組成物であって、前記抗炎症剤が、ステロイド抗炎症剤および
非ステロイド抗炎症剤からなる群より選択される、局所用の組成物。
（項目７）
　項目５に記載の局所用の組成物であって、前記抗炎症剤が、デキサメタゾン、プレドニ
ゾロン、リメキソロン、ネパフェナク、およびシロミラストからなる群より選択される、
局所用の組成物。
（項目８）
　項目１に記載の局所用の組成物であって、前記化合物が、０．０５％重量／体積～０．
３％重量／体積の濃度で存在する、局所用の組成物。
（項目９）
　項目９に記載の局所用の組成物であって、前記化合物が、約０．３％重量／体積の濃度
で存在する、局所用の組成物。
（項目１０）
　眼の感染を処置または予防する方法であって、薬学的有効量の項目１の組成物を眼の組
織へと局所的に塗る工程を包含する、方法。
（項目１１）
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　眼の感染を処置または予防する方法であって、薬学的有効量の項目４の組成物を冒され
た眼の組織へと局所的に塗る工程を包含する、方法。
（項目１２）
　項目１０に記載の方法であって、前記組成物が、前記化合物を０．０５％重量／体積～
０．３％重量／体積の濃度で含有する、方法。
（項目１３）
　項目１２に記載の方法であって、前記組成物が、前記化合物を約０．３％重量／体積の
濃度で含有する、方法。
（項目１４）
　項目１０に記載の方法であって、前記組成物が、一日に１回～３回塗られる、方法。
（項目１５）
　項目１０に記載の方法であって、前記組成物が、一日に１回塗られる、方法。
（項目１６）
　項目１０に記載の方法であって、前記組成物が、抗炎症剤を含有する、方法。
（項目１７）
　項目１０に記載の方法であって、前記抗炎症剤が、ステロイド抗炎症剤および非ステロ
イド抗炎症剤からなる群より選択される、方法。
（項目１８）
　項目１７に記載の方法であって、前記抗炎症剤が、デキサメタゾン、プレドニゾロン、
リメキソロン、ネパフェナク、およびシロミラストからなる群より選択される、方法。
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